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           平成２３年度  第２回避難訓練計画               

 

                                     熊谷市立妻沼東中学校 

                                   

１ 日  時   ①事前指導 ９月７日（水）１４：００～１４：３０ その後、帰りの会 

              ②避難訓練  ９月９日（金）１３：４０～１４：３０ その後、教室で反省を記入 

                                                                        ～帰りの会 

２ 目  的 

       生徒   ○緊急地震速報に対応した避難方法を学習し、実践することができる。 

       ○避難経路がわかり、安全かつ迅速に避難できる。 

              ○しっかりと放送を聞き、教師の指示に従うことができる。 

      

     教師   ○緊急地震速報に対応した適切な避難指示と、生徒の安全確認・人員点呼ができる。 

               

３  事前指導の内容   ９月７日（水）１４：００～１４：３０ 

    教 師（ 指導者 ） の 行 動     　　　　　　生 徒 の 行 動 

１ 会場準備１３：２５～ 清掃・昼休み 

  （丹羽・小林） 

  マイク２、机２、椅子３、暗幕、スクリーン

  パソコン、プロジェクター 

 

   ※指導者到着、校長室へ 

      熊谷地方気象台 

    ・防災業務係長   永田 俊光 様 

        ・水害対策気象官  菊池 道行 様 

 

２ 生徒集合時の指導１３：４５～ 

     （全体指揮 丹羽） 

 ※朝会隊形に静かに整列させる。 

 

 

３ 事前指導１４：００～１４：３０ 

      （司会、号令 丹羽） 

  ①指導者入場（拍手） 

 ②校長先生のお話（指導者紹介） 

  ③指 導 

  熊谷地方気象台防災業務係長 永田俊光 様

  ④「その時、あなたはどうする！」視聴１０分

  ⑤ 指導者退場（拍手） 

    ※指導者の話やDVDの視聴をしっかり聞き 

   取らせる。 

 

４ 生徒を退場させ「帰りの会」 

 ※担任より事後指導 

   ア 態度は良かったか 

  イ 緊急地震速報について理解できたか 

   ウ ９日の避難訓練に向けて、心構えができ 

    たか 

   エ クラスの避難経路を再確認させる 

   事前に本日の日程を確認しておく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 清掃終了後、体育館に移動する 

   （持ち物は、なし 体育着） 

 ※学級委員は朝会隊形に整列させる。 

  （名簿順２列） 

 

３ 事前指導１４：００～１４：３０ 

  ア 静かに取り組む。 

 イ 緊急地震速報について学習する。 

  ウ 指導者に対して感謝の気持ちを持ち、拍手 

   をおくる。 

 

 

 

 

 

 

４ 退場して「帰りの会」 

 ※担任の先生から事後指導を受ける 

   ア 態度は良かったか 

  イ 緊急地震速報について理解できたか 

   ウ ９日の避難訓練に向けて、心構えができ 

    たか 

  エ クラスの避難経路を確認する 
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 ４ 避難訓練の内容  ９月９日（金）１３：４０～１４：３０ 

       教 師（ 指導者 ） の 行 動    生 徒 の 行 動 

  １３：１０指導者到着（図書室）  校長、教頭

  １３：１５指導者打合せ、その後教室を巡回 

                                 接待（山口） 

 

 ※整美委員に、昼休みに雑巾の準備をさせる 

  ※１３：４０担任は教室で生徒を着席させる 

 

１【緊急地震速報】１３：４５ ＣＤ30秒（教務）

  「チャラン、チャラン 地震です、落ち着いて

  身を守ってください」その後揺れる音 

  ※生徒が、自分で速報に反応して机の下に潜る

  のを見届ける。ただし、反応しない生徒を指

  導して、潜らせる。 

 

    教師は避難経路確保（ドアを開ける）した 

  後、机の下にいっしょに潜る 

 

２【避難開始】３０秒後、緊急放送（教務） 

 「全校生徒は先生の指示に従い、校庭に避難し

  なさい！」（２階繰り返す） 

 ※担任及びその他の教師の動き 

 ○担任 

 ア 緊急地震速報に対して、静かに落ち着かせ

   て聞かせる。 

 イ 最後には、全員を机の下に潜らせる。 

   ※担任は出入り口のドアを開けておく。 

 ウ 緊急放送（避難指示）の内容をよく聞き取

   らせ、速やかに避難させる。 

 エ 出席簿を携行し、教室やトイレに残留者が

    いないことを確認しながら最後尾の生徒と

    ともに避難する。 

 オ 学級委員に整列させ、担任が人員点呼する。

 カ 学年主任に報告する 

    （担任→学年主任→教頭→校長） 

 

 ○担任外 

 ア　学年の避難経路に立ち、静かに速やかに避

   難させる。 

 イ　避難の際、援助を要する生徒に付き添う。

 

 ○養護教諭 

   保健室に生徒が居ないかを確認してから避難

  する。 

 

 ○学年主任･･･担任からの報告をまとめ、教頭 

        に報告する。また、生徒の避難

                状況を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

１【緊急地震速報】 

 ・落ち着いて速報を聞き、自ら危険回避姿勢（机

  の下に潜る）をとる。 

 ・静かに、次の指示を待つ（勝手に動き出さな 

  い）。 

 

 

 

 

 

２【避難開始】 

 ・放送内容をしっかり聞く。 

  ・先生の指示に従い、速やかに避難する。 

 

 ※ 避難場所に整列する 

 ア　上履きのまま避難する 

 イ　校舎内は小走りで移動する。 

 ウ　校舎を出たら全力で走る。 

 エ　無言で避難場所に整列する。 

  オ　学級委員は全校朝会の隊形（名簿順２列） 

   に整列させ、座らせる。 

 

      お：おさない 

   か：かけない 

   し：しゃべらない 

   も：もどらない 

    第１避難場所（校庭南西部・砂場） 

 

      １年         ３年         ２年 

   ３組･･･1組  ３組･･･1組   ４組･･･1組 

 

 

 

 

 

 

 

    第２避難場所（雨天時・体育館） 
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  ○教頭･･･学年主任からの報告をまとめ、校長 

      に伝える。避難時間を計る。 

 ○教務･･･避難開始から避難完了までの様子を記

     録する。 

 ○校長･･･避難の様子を観察し、講評を行う。 

 

 

 

 

 

 

 ３【全体指導】 

  ア　静かに話を聞く。 

 イ　指導内容を理解する。 

 ウ　真剣に考える。 

 エ　指導者に対して、感謝の気持ちを持つ。 

 

 

 

  ※整美委員は指示に従い、先行して雑巾の準備 

 

  ※靴の汚れを落としてから教室へ移動し、静か 

  に着席 

 

 

 

 

 

 ４【事後指導】 

 ※担任の先生から事後指導を受ける 

   ア　真剣に取り組めたか 

  イ　指導者の話はしっかり聞けたか 

   ウ　避難訓練の大切さを理解できたか 

   エ　反省を書く 

   【全体指導】  司会、号令（丹羽） 

   ①始めの言葉（司会） 

   ②避難時間の報告（教頭） 

   ③感想発表（生徒会長） 

    ④指導・講評 

     ・熊谷気象台次長 （渡部 信行 様）

     ・妻沼消防署      （       ）

     ・妻沼東中学校長  （原口校長） 

   ⑤連絡（整美委員担当） 

   ⑥終わりの言葉（司会） 

    ※ 整美委員を先行させる 

 

   終了後、指導者は閉会行事（図書室） 

 

     校長、教頭   接待（山口） 

 

 ４【事後指導】 

 ○担任 

 ア　教室で事後指導を行う。 

     （真剣に取り組めたか） 

   （指導者の話はしっかり聞けたか） 

     （避難訓練の大切さを理解できたか） 

 イ　反省を書かせる。 

 

  ○担任外は、教室・廊下の巡回指導 
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第２回避難訓練・生徒引渡し訓練実施計画 
熊谷市立奈良中学校 

１ ねらい 

  東日本大震災の事実を真摯に受け止めながら、 

（１）生徒及び教師の防災意識の向上を図るとともに、災害発生時の基本的行動様式を理解する。 

（２）震度６弱以上の地震が発生した場合、生徒を保護者に円滑に引き渡すことができるようにする。 

（３）緊急地震速報を聞いた際、あわてずに自らの身を守り安全に避難できる方法を身につける。 

 
２ 訓練設定状況 

深谷断層を震源とした震度６弱の大地震が発生。校舎内のいたる所で壁や窓ガラスの破損、天井が

崩れおちた箇所があり、校舎外避難の必要な状況にある。 

また、３階理科室から火災が発生し、初期消火が必要な状況にある。 

 
 
 
 
 
 
３ 日 時 
   平成２３年７月１９日（火） 
 午後３時００分より 
 
４ 当日の日程 

５０分通常授業（１，２，３，４，給、清掃、５、６） 
保護者受付     午後３時００分から 

  気象庁熊谷気象台による保護者対象の講義 午後３時１０分～午後３時４０分 
  保護者校庭へ移動    午後３時４５分～午後３時５０分 
  避難訓練     午後３時５５分～午後４時３０分 
  引渡し訓練               午後４時４５分～ 
 
５ 避難訓練 
（１）事前指導 

ア ７月４日（月）特設６限  於：体育館 
気象庁熊谷気象台による生徒対象の事前学習 

Ａ．地震発生時に予想される危険について 
Ｂ．対処の仕方 
Ｃ．ＤＶＤ「その時、あなたはどうする！ 緊急地震速報」の視聴 

 
イ　学級での指導 

・安全対策（避難動作）の確認 ・ドアや窓をあける（避難口確保） 
・どの避難経路を使うか、どこに集まるかの確認 ・頭を保護する 

 
 
 
 

 

＜震度６弱の目安＞  ◎立っていることが困難になる。 

□屋内の状況:固定していない重い家具の多くが移動、転倒する｡開かなくなるドアが多い｡ 

□屋外の状況:かなりの建物で、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する。 

□木造建物 :耐震性の低い住宅では、倒壊するものがある。耐震性の高い住宅でも、壁や柱

が破損するものがある。 
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（２）展 開 
本  部 教  師 生  徒 保護者 

１ 緊急地震速報 

緊急地震速報と地震発生の効 

果音を放送。 

 

 

 

 

 

２ 初期避難 

 「訓練 訓練 訓練 ただ今地震

が発生しました。現在、校舎内

の安全確認をしています。安全

点検が終わるまで、引き続き机

の下に避難しなさい。」 

（校内緊急放送） 電源可 

 

３ 避難 

「避難経路の安全が確認できま

した。先生の指示に従って、安

全確保のため帽子をかぶり、校

庭に避難しなさい。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 避難状況の報告を受け、生徒

の安否の確認をする。 

 

 

 

５ 火災 

「理科室で火災が発生していま

す。消火班は消火活動にあたっ

て下さい。」 

○携帯電話にて１１９番通報（教 

頭） 

１ 学習活動をやめさ 

せ、机の下に避難するよ

う指示する。 

○ドアを開け通路の確保

○机の下に避難 

 

 

 

２ 生徒たちの動揺を静

める。 

○出入口の確保 

○火の元確認 

○教室内の安全点検 

○避難経路の確認 

 

 

３ 生徒を、指示（合図）

に従い、校舎外に避難さ

せる。 

「静かに早く廊下に並び

なさい」（体育時の集団

行動と同じ） 

○出席簿を持つ 

○異常箇所に注意させ

ながら避難させる。 

 

※各階の責任者は、避

難しながら残留生徒の

有無を確かめ、移動する。

 

４ 整列させ人数確認 

○報告 

担任→学年主任→教

頭→校長 

 

５ 消火班担当は理科室

へ向かい、初期消火

にあたる（職員のみ） 

○消火活動、鎮火報告 

 

１ 緊急地震速報を聞い 

たら、自らの判断で待避 

行動をとる。 

○机の脚をつかみ、揺

れがおさまるのを待つ。 

○かばん等で頭部を保

護する。 

 

２ 放送を正しく聞き、静 

かに教師の指示を静 

かに待つ。 

○机の脚をつかみ、揺

れがおさまるのを待つ。 

○かばん等で頭部を保

護する。 

 

３ 廊下に並び、避難場

所に避難する。 

 

○体育委員を先頭に、

　 黙って素早く整列。 

○サブバッグ等で頭部を

　 保護する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 人員の点呼を受ける。

○腰を下ろして静かに指 

示を待つ。

 

５ 静かに待つ。 

校庭で避難訓

練の様子を参

観する。 
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６ 指導講評 

・気象台より 

・消防署より 

・校長より 

 

７ 埼玉県起震車による体験およ

び指導 

 

 

８ 上履きの底をきれいにして、

教室へ荷物を取りに行く。 

６ 生徒観察 

 

 

 

 

７ 生徒への指導・観察

 

 

 

8 静かに移動できるよう

に指示および誘導 

 

６ 静かに話を聞く。 

 

 

 

 

７ 体験者係員の誘導で 

起震車へ 

 

 

８ 静かに移動し、荷物を

引き取りに教室へ 

保護者スペース

にて静かに話を

聞く。 

 

 

９ 引渡し訓練開始 

 

 

 

 

10 保護者の迎えのない生徒を学

校で待機させる。 

 

９ 「奈良中学校緊急連

絡用（引渡し）カード」に

基づきながら、保護者に

生徒を引き渡す。 

 

10 生徒対応 

○家庭と連絡をとる 

９ 誰が引取り者であるか

言えるようにしておく。 

 

 

 

10 体育館待機 

生徒を引取り、

気をつけて下校

する。 

 

（１）事後指導（避難訓練の評価） 
○本気になり、静かに指示が聞けたか。 
○ふざけず、あわてず、助け合って、安全に避難できたか。 
○課題点を明らかにする。 

 
（２）各階責任者 

本校舎３階（桒原） 本校舎２階（２，３年担任） 本校舎１階（１年、ならの木 
担任） 特別棟１階（篠田） 特別棟２階（饗庭）保健室（小林早）体育館（笠原） 
事務室（塚越） 

 
６ 係分担 

・本部･･･校長、教頭 ・避難放送･･･教頭 ・全体観察･･･桒原 
・計時･･･饗庭  ・救護･･･小林   
・災害時引き取り人名簿持ち出し･･･夏目  ・放送準備･･･此島 
・司会･･･梨木 

 
７ 避難場所 
 
 

 

 

 

校舎 

   

引渡し場所  

保護者 

― 39 ―
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   緊急地震速報を活用し、緊急時に向けた避難訓練実施計画（地震）    
                                                              熊谷市立妻沼南小学校  
 １．教育目標  ・みんな仲よく ・なんでも頑張り ・みずから学ぶ子 

 ２．日  時  平成２３年 ９月 ２日（金）  １３：１０～１４：１０ 

 ３．場  所   校舎内外  ４．参加範囲  全校児童・職員 

 ５．ねらい  (1) 防災に対する意識を高め、自分の命を守るために児童達が安全に避難する。 
 (2) 地震発生など緊急避難を想定し、緊急地震速報を聞いての避難基本行動から保護者への
   引渡し・留置きまでを訓練し、緊急時における具体的な行動を身に付ける。  
 (3) 安全行動が取れる集団行動を行う。 

 
  ＊１ 災害は「いつ起こるかわからない」ことを前提に、今回は児童が自分達で安全に避難できるようにす 
   ることを避難訓練の目的とする。安全に、確実に。 
  ＊２ 普段の学校生活の中で、その立場にあった行動を取れるような時間帯を設定。 
  ＊３ 事後指導において、児童に自分達の避難の様子を振り返らせ、防災に対する意識を高める。  
  地震発生 震度６弱  休み時間における避難  
 
 ６．計 画 
（１） 事前指導 
      ①日頃の地震や火災に対する備え・避難方法について話す。 
      ＊ 地震の際の各場所における避難基本行動（指導の確認）  
  場  所  児童の行動（教師不在でも同様・要指導）  教  師  の  行  動

 
 教  室 

 ・出入り口を開ける。 
 ・机の下にもぐる。 
 ・ヘルメットをかぶるなど頭部に注意する。 
 ・指示に従い避難する。 

 ・担当はすみやかに教室に行く
 ・人員を確認し、避難口を確保
  し、避難場所に誘導する。 

 
 廊  下 

 ・近くの教室に入る。（教室と同様） 
 ・入った学級担任の指示に従い避難する。 
 ・ゆとりのない時は窓ガラスや落下物のない柱に身を低
  くして寄り頭部を保護する。 
 ・学級以外の場所にいる児童は、近くの出口から避難す
  る。（児童が判断） 

 ・教室で人員を確認し、避難口
  を確保し避難場所に誘導する
 ・逃げ遅れている児童を合流さ
  せ、避難場所に誘導する。 

 
 階  段 

 ・手すりにつかまり身をかがめ頭部を保護する。 
 ・下階の学級に避難し、入った学級担任の指示に従う。
 ・ゆとりのない時は、その場で放送の指示に従う。 
 ・児童だけの場合は、近くの出口から避難する。 
    （児童が判断） 

 ・教室で人員を確認し、避難口
  を確保し避難場所に誘導する
 ・逃げ遅れている児童を合流さ
  せ、避難場所に誘導する。 

 
 特別教室 

 ・火気等の危険物を処理し、出入り口を開ける。 
 ・身を低くして、机の下などに入り頭部を保護する。 
 ・教員のいない場合、児童は近くの出口から避難する。
    （児童が判断） 

 ・危険物（火、ガス、電気）の
  処理をする。 
 ・人員を確認し、避難口を確保
  し、避難場所に誘導する。 

 トイレ  ・ドアを少し開ける。 
 ・できるだけ早く近くの学級（階下教室）に入り身の安
  全を図る。（教室と同様） 
 ・学級以外の場所にいる児童は、近くの出口から避難す
  る。（児童が判断） 

 ・取り残された児童がいないか
  確認しながら避難する。 

 体育館  ・出入り口を開ける。 
 ・中央に集まり、身を低くし、頭部を保護する。 
  （かがんで頭を両手で押さえる） 

 ・トイレ、器具庫に児童がいな
  いことを確認し避難させる。
 ＊天井、壁の状況に対応。 

 校  庭  ・できるだけ中央に行き、身を低くして頭部を保護する
 ・避難場所に行き自学級に合流する。 

 ・校庭避難場所に集合させ、落
  ち着かせる。 
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②状況に応じた行動を取るように指導。 

  緊急地震速報放送を聞き、安全な場所（その場）で避難行動をとる訓練を行う。  
 
   ③避難時は「おかしもち」を徹底する。
        特に、今回は早く避難することではなく、落ち着
    いて、安全に、確実に避難することを指導。 
      ④整列順を決めておく。 
      ⑤出口を開ける係り（出口に近い児童）窓開閉の係
    （窓に近い児童）。 
      ⑥校内放送をしっかり聞く。（２回聞く）

 お…おさない 
 か…かけない（校舎内のみ、外は小走り） 
 し…しゃべらない 
 も…もどらない 
 ち…ちかづかない 

      ⑦避難経路を確認する。 
      ◎事前に児童へ連絡しておくこと。     ① 月  日に避難訓練を行う。 
            ②児童だけで避難することもある（指導）。 
（２）避難訓練計画 
 
 ①事前指導 ６月２２日までに完了。 
  ※緊急地震速報が流れたとき、それぞれの場所での避難行動の方法 
  ②６月２４日昼休み 
    避難基本行動 （事前連絡） 
  ③６月２９日昼休み 
    避難基本行動→避難所又は体育館へ避難→児童確認→解散 （事前連絡） 
 ④７月４日の週 ２回 放送での指示に従う。 
    避難基本行動 （連絡なし） 
    避難基本行動→避難所又は体育館へ避難→児童確認→解散 （連絡なし） 
 ⑤８月３１日 
    避難基本行動→避難所又は体育館へ避難→児童確認→解散 （事前連絡） 
 
    ◇地震発生対策ガイドライン詳細 
 
 
（３）９月２日避難訓練計画 
 ※避難訓練の概要  
    タイムスケジュール 
  ◇１ 関係機関集合 体育館－集会室        １２：１０ 体育館ロビー受付（ＰＴＡ２名） 
    ◇２ あいさつ （校長、県教育委員会）      １２：１５           接待（ＰＴＡ３名） 
       訓練参加機関紹介（教頭） 
        訓練内容説明（教頭） 
    ◇３ 保護者集合  体育館            １２：３５ 
   ◇４ 保護者向け研修会（気象台）                  １２：４０ 
  ◇５ 教職員参観者集合              １３：１０ 体育館ロビー受付（ＰＴＡ２名） 
 
  ①緊急地震速報が流れる                           １３：２０  
    ②休み時間における避難行動            １３：２０ 
    ③避難所（校庭又は体育館）への避難              １３：２５ 
   ・クラスごとに名簿順に整列。 
   ・保護者、スクールガード、地域の方等は、避難の様子を参観 
    ④（教室に戻り、帰りの支度をして）体育館へ避難     １３：４０（１３：３５） 
   ・児童は、帰りの支度をし靴等を持って体育館へ行く。（事前に用意しておく）  
   ・保護者、スクールガード、地域の方等は、体育館に移動し各地区に別れる。 
    ⑤体育館にて引渡し・留め置き訓練                １３：５０（１３：４０） 
   ・整列して体育館に入ったら、担任は児童を各地区に分ける。 
   ・担任は、体育館にて引渡しカードを持って担当地区に行き、引渡しを行う。  
   ・スクールガード等は、地区の整理・整頓にあたる。 
    ⑥指導講評                                       １４：１０（１３：５０） 
   ・校長・教委・気象台・消防署 
  ⑦訓練終了                    １４：３０  
  ⑧体育館から、地区ごとに危険箇所の点検をしながら下校 
    ⑨協議－避難訓練の反省                           １４：４０（１４：２０）  
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  教 師 の 行 動   児 童 の 行 動  準備等

 ※それぞれの場所（通常通り）                    ※自由遊び   
 
 緊急避難
 速報 
 
 
 
 緊急放送

 緊急地震速報（１３：２０）震度６弱の地震想定（２０秒）  放送担当 教頭 

 ※２０秒後 

    訓練、訓練、ただいま熊谷地区に震度６の地震が発生しています。その場所で頭 
 を守り避難していましょう。児童は、近くを通った先生の指示に従いなさい。 
                            (放送２回)（２分間） 

 

○各担任は、その場から安全に気を付けながら  ①それぞれに応じた避難行動。 
 次のことに留意して自分の学級に向かい、避難     ＊廊下、階段、トイレにいる児童は、できる 
態勢をとる。                             だけ近くのクラスに避難する。 

①廊下等にいる児童に、近くの教室に避難するよう    校庭にいる児童は、その場で頭を守り姿勢を 
  に指示する。                          低くする（すわる）。 
②階段にいる児童に、下の階の教室に避難するよに   ②教室にいる児童は、出入り口を素早く開ける。
指示する。状況に応じて自教室へ連れて行く。            

③天井、壁等の落下物に注意し、机の下に避難 ③自教室で児童の安全を確認しながら、自分も    
する。 

 
 避難する。                              

④窓際はガラスの散乱に注意し、離れる。 
 
 （非難しながら教室にいる人数、児童の様子

 ⑤静かに放送の指示を待つ。 
 
  を確認する。） 

 校長－校庭の児童のもとに行き、避難誘導する 
 笹岡－１階特別教室から１年教室に向かい等へ 
    向かい児童の有無を確認し、１年の教室 
    で避難する。 
    児童がいた場合、安全な場所へ避難させ 
    る。 
 須永－２階特別教室から４年教室に向かい児童
　　　の有無を確認し、４年の教室避難する。

 
  
  
 
   児童がいた場合、安全な場所へ避難させ

 
  

   る。
 

  堀越－緊急バッグを持ち、げんき橋付近で待機
    する。 
 
 ◆第一避難 

 
 
 
 
 緊急放送
 
 教師 
 出席簿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 緊急 
 バック 

    訓練、訓練、各先生の指示に従い、全員第一避難所に避難しなさい。児童だけで 
 いる児童は、近くの出口から第一避難所に避難しなさい。(放送２回) 

 

 ○クラスにいる児童や途中で合流した児童を誘 ○「おかしもち」を守る。  
  導し第１避難所に避難する。                ○児童だけになっている場合は、近くの出口

　から第１避難所に向かう。
 

 ○第１避難所では、避難させた児童を各学年に    
  合流するよう指示する。                  ○校庭等にいた児童は、自学級と合流する。  
 ○所定の場所で自学級の児童を名簿順に整列させ、     ○第１避難所では、避難させてくれた先生の指

　示に従い、自分の学級に合流する。
 

  直ちに人数確認と異常の有無を校長に報告す  
  る。                                  ○避難場所では、静かに整列し人数確認を受

　ける。
 

                                               
 校長－校庭の児童を誘導し、避難本部で待機す ○第一避難所に指示があるまで待機。  
    る。 
 笹岡－１階で逃げ遅れた児童がいないか確認し 
    てから第１避難所に向かう。 
    児童がいた場合、第１避難所へ避難させ 
    る。 
 須永－２階で逃げ遅れた児童がいないか確認し 
    てから第１避難所に向かう。 
    児童がいた場合、第１避難所へ避難させ 
    る。 
 堀越－緊急バッグを持ち避難本部で待機する。 
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 ◆避難所（体育館）への避難 
 校長－学校が避難所となることを指示。 
    安全が確認されるまで、保護者と共に体 
    育館に避難している旨を指示する。 

※校長

 
 
 
 
 
 
 
 
 本部救護旗
 マイク 

  地震は、今はおさまっていますが、今後いつ起こるかわかりません。また被害
状況もわかりません。これから、みなさんの保護者もやってきます。保護者 と一
緒に、安全が確認されるまで、学校に避難しています。
  担任の先生は、児童に下校の準備をし、体育館に避難させ、引渡しの準備をし
てください。 

 

 ○１年生、２年生……の順に教室へ向かう。       ○１年生、２年生……の順に教室へ向かう。 
  
 ◆避難所での引渡し・留置き訓練  

 職 員 の 動 き  児童の動き  保護者の動き  スクールガード 
 等の動き 

 準備等

 ○教室に戻り、下校の用意をさせ 
  る。 
 ○各担任は、児童に靴を持たせ体 
  育館に避難させる。 
 ○体育館に入ったら、各地区に児 
  童を振り分ける。 
 ○引渡しカードを持って担当地区 
 　に行く。  
 ※児童の対応 
 ○児童を整列させる。 
 ○通学班長と人数確認する。 
 ○担当地区の児童がそろったら、 
  引渡しカードを確認しながら児 
  童を保護者に引き渡す。  
 ○児童、保護者と共に各地区で待 
  機する。 

 ○教室に戻り下校の
  用意をする。 
 ○靴を持って体育館
  に避難する。 
 
 
 
 
 
 ○各地区ごとに、通
  学班ごとに並ぶ。
  班長は人数確認を
  する。 
 ○保護者と合流し、
  各地区で待機する

 ○体育館に移動 
  する。 
 ○地区ごとに別 
  れ児童がそろ 
  うまで待機し 
  ている。 
 ○担当職員、ス 
  クールガード 
  等の指示に従 
  う。 
 ○引渡しカード
　を確認しなが
　ら児童を引き
　取る。 

 
 
 
 
 ○各地区ごとに 
  児童と共に待 
 機する。

 
 ※保護者の対応 
 ○各地区の保護 
  者を整列させ 
  る。 
 
 
 ○担当職員が引 
  渡しを行う際 
  にスムースに 
  引渡せるよう 
  に補助する。 
   
 ○児童と保護者 
  を地区ごとに 
  整列させ、待 
 機する。 

 

    体育館 
                   保護者出入り口 

 マイク 

 
 ス 
 テ 
 ｜ 
 ジ 

  北口         中口               南団地
  浅見 
                              弥藤吾新田 
 
 
                                 杉の道 
  年代         中央    弥下      王子

 
   保 
   護 
   者 
   出 
  入 

                 保護者出入り口      保護者出入り口 り
                                                                口 

    

  指導講評 
 ・校長 ・気象台 ・消防署 

 

 ○各地区ごとに、ステージ中央を向き、指導講評を受ける。 
 
 ○訓練終了 

 ○地区ごとに、体育館から下校さ 
  せる。 

 ○地区ごとに保護者
  と共に危険箇所を
  確認しながら下校
  する。 

 ○地区ごとに児 
  童と共に危険 
  箇所を確認し 
  ながら帰宅す 
  る。 

 ○地区ごとに児 
  童と共に危険 
  箇所を確認し 
  ながら帰宅す 
  る。 
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１学期緊急地震速報による避難訓練実施計画  
                                                  2011.７.１  整備部 

 

１．日  時    平成２３年７月２０日（水） ８：５０ ～ ９：３０ 予定 

 

２．目 的   地震発生時において安全で速やかに避難する姿勢を修得する 

           

３．方 法 

  8：35～  ＳＨＲ    訓練要項の説明（注意事項・経路の指示など） 

                          ↳下記   ↳右半分  それぞれ参照 

８：50～ ＜地震発生 ＞緊急地震速報受信 

         ↓ 

       ＜ 放 送 ＞  教頭－｢訓練・訓練、地震発生 生徒・教職員は、身の安全

↓         を確保し、その場で待機せよ。｣ 

       ＜ 初期行動 ＞ 出入り口を開け、机の下に体を隠し、１分程度警戒する。 

         ↓     副担は、担当の廊下階段通路の安全を確認し教頭へ連絡する。 

（平成23年清掃分担区域および担当者による） 

１棟東階段―前田先生、１棟西階段―新井教頭、２棟東階段―島本先生、

２棟西階段―宮原先生、体育館通路及び体育館－伊与田先生 

＜ 放 送 ＞ 教頭－｢今後も、大きな余震の恐れがあります，生徒      

↓         は教師の指示に従い，至急体育館に避難せよ。」     

          ＜ 避 難 ＞ （生徒・職員）放送による避難指示   

※避難時の注意 

①廊下に出て、２列に並ぶ。 

②窓を開け、私語を慎み、速やかに体育館に避難する。  

③出席係は出席簿を持参する。 

④体育館シューズを準備する。 

          ↓ 

  9：10    ＜ 集 合 ＞❊各クラスごとに名簿順で一列に集合する。 

                ❊出席係は点呼をとり，担任と学年主任に報告する 

                「〇年○組全員避難。異常ありません。」 

                １年：岸浪先生 ２年：中井先生 ３年：小山田先生 

               ❊学年主任は，各クラスの避難時間を計って下さい。 

               ❊点呼が済んだクラスは，床に腰を下ろして静かに待機する。 

４．指 導 講 評                            司会：若林 

１．熊谷地方気象台 齊藤  清 台長（13分予定） 

２．熊谷女子高校  廣川 貞夫 校長                  

５．体育館通路までの避難経路    ❊混雑に注意 

  Ａ：第１棟東階段 → 体育館通路  ……………………… 3－1・3－2・3－3 

  Ｂ：第１棟西階段 → １階廊下 → 体育館通路 ……… 3－4・3－5・3－6 

  Ｃ：第２棟東階段 → 体育館通路  ……………………… 2－1・2－2・2－3 

                              2－7・2－8・2－9 

                              1－4・1－5・1－6 

  Ｄ：第２棟西階段 → 第１棟１階通路 → 体育館通路… 3－7・3－8・3－9 

                              2－4・2－5・2－6 

1－1・1－2・1－3 

                              1－7・1－8・1－9 
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６．避難経路 

     階段を下へ              階段を下へ 

第２棟  ┌――――――→↓←―┬―――┬―――┐   ┌――→↓←――┬―――┐ 

４階 
ＬＬ 

教室 

ＬＬ 

準備室

コンピ

ュータ 
３－７ ３－８ ３－９ ２－１

第 ４

学習室
２－２ ２－３ 

          ↓                  ↓ 

  ┌――――――→↓←―┬―――┬―――┐   ┌――→↓←――┬―――┐ 

３階 地理室 
地 理

準備室
階 段 ２－４ ２－５ ２－６ ２－７ 通 路 ２－８ ２－９ 

          ↓                  ↓ 

  ┌――――――→↓←―┬―――┬―――┐   ┌――→↓←――┬―――┐ 

  

２階 
昇 降 口 階 段 １－１ １－２ １－３ １－４ 通 路 １－５ １－６ 

        ↓                  ↓ 

┌――――――→↓←―┬―――┬―――┐   ┌――→↓←――┬―――┐ 

  

１階 
昇 降 口 階 段 

１－７  

 

１－８

 

１－９

 

第１学

習室/定

集会室

通 路

第２学

習室/定 

４－１ 

第３学 

習室/定 

３－１ 

             ↓                  └→体育館通路へ 

               １棟１階へ →東通路へ 

 

 階段を下へ                                階段を下へ 

第１棟  ┌――→↓←―――-┐     ┌――――┬――――-→↓          

４階 ３－６ ３－５ ３－４ ３－３ ３－２ ３－１  

                              ↓ 

  ┌―――――――――――――――┬――――――┬-―-→↓←――┐ 

  

３階 
図  書  室 

ブラウジングル

ーム/ 司 書 室

書

庫

国語 

研究室

視聴覚

準備室
視聴覚教室 

      ↓                      ↓ 

      ↓←―            ┌――┬―――→↓←――┐ 

２階 
職員 

更衣室 

印刷

室 
職     員     室 

放送

室 
進路指導室 会 議 室 

↓                             ↓   体育館通路へ 

└――┬――――┬―-―┬―――――┬――┬→ ↑ ←-―┐ 

１階 玄 関 事 務 室 校長室 応接室 倉庫 業務室 定)職員室 保 健 室 

 

７．体育館の入場・整列 ❊１年⇒南面から，２年＝正面から、３年⇒北側の側面２ヵ所から 

    ―――――┬ ２年生 ・ ３年生  
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４ 緊急地震速報を利用した「ショート訓練」 
 
（１）概要 

緊急地震速報をより効果的に活用し、適切な退避行動を児童生徒に身に付けさせるた

めには、児童生徒の退避に関する知識を常にリフレッシュさせることが重要です。 
「ショート訓練」とは、朝の会やＳＨＲ（ショートホームルーム）、休み時間等を利用 

し、緊急地震速報のチャイム音を利用した退避行動のみを実践する訓練です。 

 

（２）効果 

ショート訓練を定期的に実践した熊谷市内のモデル校では、チャイム音を聞いた児童 

生徒が、慌てずに、その場に応じた適切な退避行動（机の下にもぐる、落ちてこない・

倒れてこない安全な場所へ移動）が機敏にとれる成果が得られています。 
  また、ショート訓練を重ねることにより、訓練時間を事前に告知しない（抜き打ち） 
状況においても、自分の判断で適切な退避行動がとれるなど、児童生徒及び教職員の防 

災意識の向上にも寄与します。 
 
（３）導入 

ショート訓練を導入する場合、通常の避難訓練とは異なり、校庭等への避難行動は行 

いませんので、授業時間の調整等も必要なく、短時間かつ簡単に実施することが可能で 

す。 

 
（４）実践例 
 学 校 名：熊谷市立吉見小学校（モデル校） 
 訓練目的：授業中、休み時間、清掃時間等を利用してショート訓練を定期的に実施 

することで、予告なしの訓練においても自らの判断で、その場に応じた適 

切な退避行動がとれる児童を育てる。 

訓練回数：毎月（９月以降） 
   
●訓練風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       校庭での避難             廊下での避難 
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参考資料：１ 埼玉県報道発表資料 

 

 
参考資料：２ 「東日本大震災を受けた防災教育・防災管理等

      に関する有識者会議」中間とりまとめ 

参考資料：３ 熊谷地方気象台ホームページ 

参考資料：５ 県教委だより 

参考資料：４ 関連県通知等 

参考資料：６ 地域と連携した避難訓練の取組例 

 



 

埼玉県 

＜報道発表資料＞ 

 

 

教育施策 

 

緊急地震速報を利用した避難訓練の実施 
― 気象台と埼玉県教育委員会の連携 ― 

 
                             
 埼玉県教育委員会は、熊谷市教育委員会の協力を得て、熊谷地方気象台と連携を図り、平

成 23 年２月 17 日にモデル校の熊谷市立妻沼小学校において、緊急地震速報を利用した避難

訓練を実施しました。後に東日本大震災が発生しましたが、訓練を経験した児童は、大地震

発生の際も、パニックになることもなくスムーズに避難することができました。このことか

らも、緊急地震速報を利用した避難訓練の実施は、学校における安心・安全を確保する上で

大変有効な取組であります。 

 埼玉県教育委員会は、熊谷地方気象台と連携を図り、緊急地震速報を利用した避難訓練を

広く県内の小中高等学校に広め、次世代を担う子どもたちの防災教育として普及啓発を図る

予定です。 

 当面は、熊谷市をモデル地区として、市内の東西南北９校の小中学校で実施します。 

 なお、本施策は都道府県教育委員会と地方気象台が連携を図る全国初の取組です。 

 
●本施策の主な特徴 

１ 緊急地震速報を利用した避難訓練の取組 

  地震による強い揺れを事前に知らせる緊急地震速報を受信した想定を避難訓練に盛り込 

 むことにより、児童生徒自らが適切な対応行動を取り、その場に応じた避難ができるよう 

 訓練の内容充実を図ります。 

２ 児童生徒・教職員の防災意識の向上 

  緊急地震速報を利用した避難訓練を学習するための事前指導（学習）を行うことにより、  

 児童生徒・教職員の防災意識の向上を図ります。 

３ 災害発生時対処マニュアル（防災マニュアル）の見直し 

 各学校に作成されている災害発生時対処マニュアルを見直すとともに、教職員・保護者  

への認識を深め、いざという時に備えます。 

 
●主な実施概要 

１ 緊急地震速報を利用した避難訓練の実施 

  熊谷市をモデル地区として熊谷市内の東西南北９校で、緊急地震速報を活用した避難訓  

 練を実施します。避難訓練は、地域の消防署等の協力も得て、いろいろな状況を想定した 

 訓練を行います。 

２ 気象台との連携を深め、緊急地震速報を利用した避難訓練を県内に普及啓発 

  今後、市町村教育委員会や小中高等学校の校長会議、県内の学校安全教育研修会等で取 

 組の成果を周知します。また、ホームページ等で広く普及啓発を図ります。 
 

平成２３年５月 １８日 

参考資料 １ 
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「緊急地震速報を利用した避難訓練」教育機関支援ページ

①従来の避難訓練実施計画を見直す。

避難訓練の概要 避難訓練実施計画 避難訓練実施風景

◆緊急地震速報を利用した避難訓練の目的

熊谷地方気象台では、埼玉県教育委員会と連携した「気象等に関する安全知識の普及啓発」の一つの取組と
して、緊急地震速報を利用した学校での避難訓練を推進しています。
本ページでは、避難訓練を実施するために必要な情報を掲載し、教育機関を支援します。

地震による強い揺れを事前に知らせる緊急地震速報を受信した想定を避難訓練に盛り込むことにより、児童
自らが適切な対応行動を取り、その場に応じた避難ができるよう訓練内容の充実を図る。
また、緊急地震速報を学習するための事前指導を行うことにより、児童・教職員の防災意識を高める。

◆緊急地震速報を利用した避難訓練の概要（モデル事業）

◆緊急地震速報を利用した避難訓練を導入するために【重要】

②避難訓練に必要なツールを入手する。

③次の資料を利用して、避難訓練前の事前指導を行う。

④避難訓練を実施する。

【訓練の流れ】
●校内放送でチャイム音を流す→自ら退避行動（机の下にもぐる等）→状況確認・避難指示（教員）→避難行動
◎ポイント・・・避難訓練前の事前指導を実施すると効果的。

避難行動以降は、これまで学校で実施してきた避難訓練と同じ。（※職員の動きを見直すことも重要）

・各学校で緊急地震速報を利用した訓練を実施。事後指導も忘れずに。

緊急地震速報避難訓練実施計画（参考）避難訓練を実施するまでの流れ・展開例

【避難訓練に関する質問・ツールに関しての問い合わせ先】

熊谷地方気象台・防災業務課 担当 ： 永田・菊池
電話 ： 048-521-5858 住所 ： 熊谷市桜町1-6-10

事前指導用ビデオ資料 『その時、あなたはどうする！緊急地震速報のしくみと心得』

緊急地震速報リーフレット（子供用）

○熊谷市立妻沼小学校 （2011. 2.17）

○熊谷市モデル事業（2011.5.18～）

避難訓練の概要 避難訓練実施状況一覧 避難訓練実施風景

緊急地震速報の知識（気象庁）

緊急地震速報リーフレット（一般向け）

◆その他資料

キッズページ （東大地震研・広報アウトリーチ室）

地震発生時の退避行動・イラスト集

→ダウンロードして利用可

→視聴のみ

→視聴及び音源の購入

→貸与可

緊急地震速報受信時対応行動訓練用キット （気象庁）

緊急地震速報のチャイム音 (日本放送協会)

緊急地震速報の報知音・音源提供 (緊急地震速報利用者協議会)

緊急地震速報訓練用音源 （気象台）

学校防災マニュアル（埼玉県教育委員会）

気象庁震度階級表（PDF）

参考資料３
熊谷地方気象台ホームページ 
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教 保 体 第 ５ ６ ４ 号  
平成２３年８月２３日  

 
 各県立学校長 様 
 
 

   県教育局県立学校部保健体育課長  
 
 

緊急地震速報を利用した避難訓練用音源の入手方法並びに訓練実施 
について（依頼） 

 
 児童生徒の安全確保につきましては、日ごろから御尽力いただき、感謝を申し上げ

ます。 
 東日本大震災発生からおよそ５ヶ月が過ぎようとしておりますが、まだまだ余震が

続いている状況があり、今後も十分注意を払って教育活動にあたる必要があります。 
 今年度、埼玉県教育委員会では、熊谷地方気象台、熊谷市教育委員会と連携を図り、

熊谷市をモデル地区として緊急地震速報を利用した避難訓練を実施し、その成果を広

く県内に周知していく取組を行っております。 
 先般７月末日に行われた「第７回学校の安全・危機管理セミナー」での御講演の中

で、緊急地震速報を利用した避難訓練を通して、児童生徒の危険回避能力を高めてい

くことが、今後一層重要であるとの有識者提言から、学校における緊急地震速報を利

用した訓練普及について、改めてその必要性を認識したところです。 
 つきましては、今後緊急地震速報を利用した避難訓練を計画するにあたり、訓練用

音源の入手については、別紙のとおり熊谷地方気象台のホームページを参考にしてく

ださい。 
 なお、熊谷地方気象台が貸与できる音源については、数量に限りがありますので、

モデル地区で実施した訓練時の音源並びに訓練風景をまとめたＤＶＤを送付しますの

で、各学校での訓練実施等に御活用くださるようお願いします。 
 また、訓練用音源の取扱いや訓練実施の映像については、著作権法第３５条におい

て認められておりますが、避難訓練等の教育目的以外の使用については認められてお

りませんので御留意をお願いします。 
 
 
 
 

参考資料４－１ 
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                                  別紙 

 
●気象台ホームページ（「緊急地震速報を利用した避難訓練」教育機関支援ページ 
   http://www.jma-net.go.jp/kumagaya/education/index2.html 
 
【緊急地震速報訓練用音源の入手について】 ※ホームページ掲載 
 
① 気象庁が提供する緊急地震速報受信時対応行動訓練用キットを利用する。 
  気象台（気象庁）ホームページから自由にダウンロードできる。（無償） 
  ただし、日本放送協会（NHK）が制作した報知音を使用していません。 
  「気象台ホームページ 
   http://www.jma-net.go.jp/kumagaya/education/index2.html」 
 
②日本放送協会（NHK）ホームページで視聴可能な緊急地震速報の音を利用する。 
  NHK ホームページで自由に視聴できる。（無償） 
  ただし、地震発生のアナウンス、地震の効果音は収録されていません。 
   「NHK ホームページ http://www.nhk.or.jp/bousai/」 
 
③緊急地震速報報知音の複製物（CD-ROM）を利用する。 
  緊急地震速報利用者協議会に書面で複製物の提供を申し込み入手する。（有償） 
  ただし、複製物には地震発生のアナウンス、地震の効果音は収録されていませ 
  ん。 
  「緊急地震速報利用者協議会  
   http://www.eewrk.org/eewrk_hochi-on/eewrk_hochi-on.html」 
 
④気象台所有の緊急地震速報訓練用音源（CD-ROM）を利用する。 
  気象台が支援する学校等で避難訓練を実施する場合に貸与します。（無償） 
  ただし、貸与希望日に複数からの申し込みがあった場合、貸し出すことができ 
  ません。 
 
⑤緊急地震速報受信端末を利用する。 
  緊急地震速報受信端末を購入することにより、いつでも音源を利用した訓練が 
  実施できます。 
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事  務  連  絡 
平成２３年９月２１日 

  
 各市町村教育委員会教育長 
各 県  立  学 校 長  様 

 各 教 育 事 務 所 長 
 
 

      埼玉県教育局県立学校部保健体育課長  
 
 

     台風第１５号に関する情報提供について 
 

 標記の件について、熊谷地方気象台から別添資料のとおり情報提供がありました。 
つきましては、学校行事、部活動や児童生徒の登下校において、局地的な大雨や風

に十分注意を払うようお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料４－２ 
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① 台 風 位 置 情 報 （ 現 在 地 と 予 想 ）

平 成 ２ ３ 年 台 風 第１ ５ 号
２ ０ １ １ 年 ９ 月 ２ １ 日 ０ ６ 時 現 在

埼 玉 県 に は
21日 夕 方 に

最 接 近 す る
見 込 み

中 心 が 7 0% 以 上 の

確 率 で 入 る 領 域

※ 最 新 の 位 置 情 報 等 は 気 象 庁 Ｈ Ｐ で 確 認 で き ま す 。
Ｕ Ｒ Ｌ ：http://w ww.jma .go.jp/jp/typh/

< 2 1 日 0 6 時 の 実 況 >

大 き さ -

強 さ 非 常 に 強 い

存 在 地 域 潮 岬 の 南 南 西 約 1 3 0 k m

中 心 位 置 北 緯 3 2 度 2 5 分 ( 3 2 .4 度 )

東 経 1 3 5 度 2 0 分 ( 1 3 5 .3 度 )

進 行 方 向 、 速

さ 北 東 3 5 k m / h (1 8 k t )

中 心 気 圧 9 4 5 h P a

中 心 付 近 の 最
大 風 速

4 5 m / s (9 0 k t)

最 大 瞬 間 風 速 6 5 m / s (1 3 0 k t)

2 5 m / s 以 上 の

暴 風 域
南 東 側 1 5 0 k m (8 0 NM )

北 西 側 1 1 0 k m (6 0 NM )

1 5 m / s 以 上 の

強 風 域
南 東 側 5 2 0 k m (2 8 0 N M )

北 西 側 3 7 0 k m (2 0 0 N M )

< 2 1 日 1 8 時 の 予 報 >

強 さ 強 い

存 在 地 域 群 馬 県

予 報 円 の 中 心 北 緯 3 6 度 0 5 分 (3 6 .1 度 )

東 経 1 3 8 度 5 5 分 (1 3 8 .9 度 )

進 行 方 向 、 速

さ
北 東 4 5 k m / h (2 3 k t)

中 心 気 圧 9 6 0 h P a

最 大 風 速 4 0 m / s (8 0 k t)

最 大 瞬 間 風 速 6 0 m / s (1 2 0 k t )

予 報 円 の 半 径 9 0 k m (5 0 NM )

暴 風 警 戒 域 全 域 2 2 0 k m (1 2 0 N M )

☆台 風の 進 路に よ っ て は予 想が 大き く変わ りま す の で 、最 新の 情報 をご 利 用下 さい 。
☆東 北地 方 太平 洋沖 地震 等に 伴 い 、 揺れ の大 きか った 一 部の 地域 に は、

大雨 警 報・ 注 意報 基準 を引 き 下げた 「 暫 定基 準」 を 適用し て い ま す 。
☆大 雨・ 洪 水の 警報 ・ 注意 報基 準は 、各 市町 村に よっ て異 な りま す 。
☆土 壌雨 量 指数 に よ り、雨 が止 ん で も 大雨 警報 ・注 意報 を継 続す るこ とがあ り ま す 。

警 戒 を 要 す る 注 意 を 要 す る② 注 意 ・警 戒 が 必 要 な 時 間 帯 （ 台 風 が 進 路 予 想 の 中 心 を 通 っ た 場 合 ）

9 月2 1日 （ 水） 9 月2 2日 （木 ）

0 6～ 09 09～ 12 12 ～1 5 15 ～1 8 1 8～ 21 2 1～ 24 00～ 03 03 ～0 6

朝 昼 前 昼 過ぎ 夕 方 夜 のは じめ頃 夜遅 く 未 明 明 け方

 

南部 40 4 0 5 0 80 50 30 － －

北部 40 4 0 5 0 80 50 30 － －

秩 父地 方 30 3 0 5 0 80 50 30 － －

南部 1 2 1 5 18 18 15 1 5

北部  1 2 1 5 18 18 13 1 3  

秩 父地 方 1 2 1 5 1 8 1 8 13 1 3

洪   水

南部

北部

秩 父地 方

風 の予 想

大 　雨
（ 浸水 ）

南部

北部

秩 父地 方

大 　雨
（土 砂災 害）

南部

北部

秩 父地 方

警報 ・注 意報 発表 、
およ び台風 の最 接 近

降水 量
（1 時間 最大 ）
ま た は 雨 の 強 さ

月  日

日本 時刻 （時 ）

1日 の時 間細 分

浸 水 に 警戒

最 接 近

河 川 の 増 水 ・は ん 濫 に警 戒

土 砂 災 害 に 警 戒

③ 注 意 ・警 戒 す べ き事 項

【 予 想 】

・ 降 水 の ピ ー ク → 台 風 が 県 内 に 接 近 ・ 通 過 す る ２ １ 日 夕 方 。

（ 局 地 的 に 、 １ 時 間 に ８ ０ ミリ 以 上 の 猛 烈 な 雨 ）

土 砂 災 害 、低 い 土 地 の 浸 水 、河 川 の 増 水 ・ は ん 濫 に 警 戒 し て くだ さ い 。

ま た 、竜 巻 な ど の 激 し い 突 風 や 降 ひ ょ う に も 注 意 が 必 要 で す 。

・ 風 の 予 想

→ 県 内 が 強 風 域 に 入 る の は ２ １ 日 昼 前 、 暴 風 域 に 入 る の は ２ １ 日 夕 方 の 見 込 み 。
台 風 の 接 近 に 伴 い 、 風 が 急 激 に 強 ま る 見 込 み で す 。 風 に 対 す る 対 策 な どは 早 め に 行 っ て く だ さ い 。

※ 台 風 の 進 路 に よ っ て は 、 雨 や 風 の 強 ま り や 風 向 が 変 わ り ま す の で 、 最 新 の 情 報 を ご 利 用 下 さ い 。

以 後 は 、 市 町 村 毎 に 発 表 さ れ る 警 報 ・ 注 意 報 を ご 利 用 下 さ い 。

● 今 後 発 表 す る 警 報 ・ 注 意 報 ・ 気 象 情 報 等 に 留 意 し て 下 さ い 。
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